
策評価・事業評価の৬な実施（主な評価事）

ঃছ५এشॶの推進【ে活ધ化५এشॶ局】

 ૩の५ポーॶにঢ়するਔ調ਪにおいて、५ポーॶ
・ઈ動を実しないযのうठَ活動खञいधઓॎないُ
ध௦खञয（૮ঢ়ੱಽ）がڳસにしています。

 ઈ動する૩のくは、ঽ୧ृ公ୱなどで実してお
り、ମなৃਚでのઈ動を支援する取ੌがめられてい
ます。

16й 3й 3й

74%

ମ体的にできない
ৃਚがない
情報がない
活動खञいधઓॎない

↓㛵ᚰᒙ

५এشॶ・ઈ動を実施खない৶

ঃছজথআॵॡঞफ़३شのାに向けञ新ञな取ੌのன開
 ૮ঢ়ੱಽषの॔プローॳに加え、५ポーॶ実率向上に向けてମなৃਚでઈ動を続けられる

環境तくりृ定的に活動できるು点のତが必要です。
 パছ५ポーॶषのঢ়ੱをૌਙとせङ、継続・発னさせることで、५ポーॶ実率にもつなげ

ることが重要となります。

新規事業 ６事業 既存事業 拡大・充実 事業ڴ
見直し・再構築 事業、ଵ・ીവڭ ２事業

32͘4й 37͘0й 31͘9й 35͘4й

50͘0й

2018 2019 2020 2021 ͙ 2030

ᐇ⦼ 目標

新コロナウॖル५ഉඪの影響により、2020年
২は実施૨がしましたが、2021年度は回調ਪ
から3.5ポॖンॺ上ಊしています。

ن ૩のँる都ড়（18ୃ以上）の५এشॶ実施૨ ه
・2020年度 31.9% ➡ 2030年২ 50% を目指す

施策目標（主な成果指標）

課題

今後の方向性

44͘9й
58͘0й

57͘1й

59͘2й

50͘7й43͘6й

53͘0й 80͘0й

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 ͙ 2030

ᐇ⦼ 目標

パছ५ポーॶにঢ়ੱのある都ড়のસ合は2019年২
以ఋൊ向にありましたが、2021年度のূ
2020প会後に上ಊしています。

ن ঃছ५এشॶにঢ়ੱのँる都ড়のસ合ه
・2020年度 43.6% ➡ 2030年২ 80% を目指す

呁
吁

ᖹ
ᫀ

ᮾ
ி

＊ 調ਪ্১
2019年度まで：調ਪ৩によるશ௰ਖ面மല取১
2020年度ਰఋ：ഖଛ১（ॖンॱーॿッॺ回௦ಡ用）

 コロナ禍の影響を౷まえ、୧で৬を動かचञॉ、যधのणながॉをもणऒधがでऌる॥থ
ॸথॶがਏになるधઅइる؛

 東京2020大会後のパছ५ポーॶषのঢ়ੱのにୖがଋったとઅえられる。

外部有識者からの主な意見

(ச報値) (ச報値)

④17億円（③12億円）

（2020年度）
▶

▶

▶
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 スポーツの効用等に関するコンテンツ発信事業【生スポ】 ④0.1億円（新規）

 TOKYOユニバーサルウォーキング普及事業【生スポ】 ④0.3億円（新規）

新

新規事業の構築

 東京2020大会後もパラスポーツを社会に根付かせるため、引き続き、観戦会や体験型
イベントの機会を充実させるとともに、メンバーの活動を促すなど、取組を再構築して
いきます。

● 現在の取組状況

● 更なる課題への対応

 TEAM BEYOND*は、観戦会や体験型イベント等、パラスポーツの魅力発信に取り組んで
きた結果、約140万人のメンバーが加入するなど、パラスポーツの認知度向上に寄与
＊ TEAM BEYONDは、東京都によるパラスポーツファンの裾野を拡大する取組

 東京2020大会に向けて都が実施してきたパラスポーツの競技力向上の取組等により、
競技団体の活動は大きく進展しましたが、パラスポーツで活用可能な練習場所の選択肢が
少ない状況です。

 パラスポーツ普及啓発プロジェクト「TEAM BEYOND」【生スポ】 ④３億円（③３億円）

■ 令和４年度の取組■

既存事業の評価

■パラスポーツの体験会・大会の実施
パラスポーツをより身近に楽しめるよう、障害の有無
に関わらず参加できる体験会や対戦型のパラスポーツ
大会を実施

■メンバーによるＳＮＳ等を活用した情報発信
・ＳＮＳによる情報発信等をテーマとしたワーク
ショップを開催

・イベント等を通じて、BEYONDメンバー同士が
交流しながら、パラスポーツの情報を発信

メンバーが
主体的に発信

 東京都パラスポーツトレーニングセンター（仮称）の整備・運営【生スポ】
④２億円（③0.4億円）

 味の素スタジアム内の室内施設を整備し、競技団体やチーム等による継続的な練習利用や
指導者養成など、パラスポーツの競技力向上拠点として令和４年度末の開業を目指します。

など

など

新

年間約３万人
の利用者数を
想定

■ 利用者の需要予測*■

利用目的 主な競技・利用方法 想定利用者数
競技団体等の専用利用 車いすバスケットボール、ボッチャ など 19,000人
アスリート等の一般利用 筋力トレーニング など 7,000人
パラスポーツ教室等の開催 ゴールボール、ボッチャの競技体験 など 4,000人

＊ 施設運営計画中間まとめ(令和3年9月公表)における想定

（ ）： 令和３年度当初予算額凡 例

● 現在の取組状況

● 更なる課題への対応

 「健康」をテーマとした動画コンテンツを配信するなど、無関心層への発信力を強化

 アプリの活用やバリアフリーなウォーキングコースの開拓等により、身近な場所での運動
を促進

131

計

数

表

付
属
資
料

最
終
補
正

主
要
な
施
策

財
政
運
営

歳
入
歳
出

予
算
の
ポ
イ
ン
ト

政
策
評
価

事
業
評
価



上位都市 誘致活動への支援

シンガポール
ブリュッセル
ソウル

• プレゼン資料の制作
• 視察に係る渡航・

滞在費用 など

開催件数は概ね順調に増加しているものの、海外の上位都市も開催件数が増加しており、順位に大きな
変動はありません。

ＭＩＣＥ誘致の推進【産業労働局】

 国際会議誘致は、最後は候補都市間の相対評
価であるため、補助制度などの内的要因につ
いても競争環境の中で強みになっているのか、
という視点が重要となる。

外部有識者からの主な意見

 令和元年度より誘致活動に対する助成率を3/4に引き上げてきましたが、競合する上位都市では主催者
の実質負担がゼロとなっており、財政面での支援は未だ不十分な状況です。

 コロナ禍の影響で世界の開催件数が減少するとともに、デジタル化が進むなど、誘致・開催形態が変化
しています。

都市間競争においても引けを取らない競争力の強化
 国際会議の開催件数は順調に増加しているものの、海外の上位都市と比較すると支援内容に

差があるため、取組の拡充が必要です。また、コロナ禍によりＭＩＣＥを取り巻く状況は大
きく変化しており、変化に対応した取組の推進が必要です。

 コロナ禍からの回復期を見据え、将来に向けた先行投資として、海外の競合都市との競争環
境の中においても引けを取らない、競争力の強化に取り組んでいきます。

新規事業 ２事業 既存事業 拡大・充実 ７事業
見直し・再構築 ５事業

国際会議開催件数 2019年 305件
国際会議開催件数順位 2019年 ６位

施策目標（主な成果指標）

課題

今後の方向性

実質ゼロ負担

目標

３位以内

1位

2位

3位

4位

5位

6位

2015 2016 2017 2018 2019 2030

シンガポール

ブリュッセル

ソウル

パリ

ウィーン

東京（６位）

249件

225件

269件

325件

305件

目標

330件

200件

240件

280件

320件

360件

2015 2016 2017 2018 2019 2024
＊ 出典：「国際会議統計」（日本政府観光局）＊ 出典：「国際会議統計」（日本政府観光局）

＊ 2020年：開催件数 122件、順位 ４位（コロナ禍の影響）
＊ UIA（国際団体連合）では当該年の国際会議統計の発表後も、随時、情報の更新・修正を行っており、公表数値は「暫定値」であるとしています。ただし、修正後の数値が全て公開されているわけではない

ことから、UIAが各当該年に発表した「暫定値」を継続して掲載しています。

④36億円（③21億円）▶

▶

➡ 2024年 330件 を目指す
➡ 2030年３位以内 を目指す

▶
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 大ଚਐ（令和７年度）による日本षのঢ়ੱのৈまりृ、ポ५ॺコロナにおける観光要
の回復を見据え、ഥਮڲعڰ年২ऽでの３年間をਡೈ઼間धखてਝします。

 助成上પを引き上げるとともに、ஃ成૨を10/10にఁౄすることで、誘致競争力を
大்に強化していきます。

 これまでも誘致活動・開催৽費の支援を充実させてきましたが、の主催者負担を
ਝけていることから、ન実な誘致につながらないというୖがあります。

 ਲ外の上位都市धૻຎखてもஃ成সの規ெが৵औऎ、国際会議開催件数の増加に向けては、
競争力の強化が必要です。

新規事業のଡണ

既存事業の評価

ٹ 主ਏ৽ાの主催者負担をゼロへٹ ٹ ஃ成上પの引ऌ上ऑٹ

会ৃを東京都内とし
て国際会議の誘致活動
をする催に対する
助成
（助成上પ）
６ ௲ਐڴ�ܒ

誘致ৱসஃ成 開催ৱসஃ成

会ৃを東京都内とし
て国際会議を開催する
催に対する助成

（助成上પ）
�150௲ਐܒ 113

30ڽع گع元ۇ ４ۇ

拡充 拡充
助成率２/ڭ

助成率４/گ
ஃ成૨10/10

 支援対のਏ件をَ500ຠ以上ُऽでઁऑ、年のॺレンॻ
ष対応することで、誘致件数増加につなげていきます。

 コロナ禍での੫業చ減ಉの影響から、ਾတষ*ಉの
৵規ெীങ化・ಢ化が見まれます。

＊ રೢな成ౚをあげたజ業৩ृਲ਼を対に、੫業ડからの報တとして実される行

 ਠষの誘致支援事業はభຠ数1,000ຠ以上のপ規ெ੧件を
対としており、৵ૠெ化ಉषの対応が必要です。

॥ロॼ後のਾတষのٹ
規ெٹ
ୠ భຠ数

ਨ৪ �日本ܒ 525ຠ

ପ �日本ܒ 525ຠ

॔४॔୬ஞ �日本ܒ 520ຠ

＊ 海外ॿッॺডーॡಉ॔リンॢ（令和گ年ڴা）より

（અ：令和元年度の支援実ౚ）
భຠ数：৺2,000ຠ

など

など

新

ٹ 支援内ઍ ٹ
 ঁॖブリッॺ会議ಉ開催資স助成（助成率10/10）
ڀ 会議ಉのड़ンছॖン化に要する৽費を補助

 ઃ世৻ＭＩＣＥ開催資স助成（助成率10/10）
ڀ 化に資することが期ୄされる先進的ૼのোに要する৽費を補助ۍڹ

 化ಉのＭＩＣＥのॺレンॻを౷まえ、ड़ンছॖンとಡ用したঁॖブリッॻＭＩＣＥۍڹ
ृ先ഈॸॡঀロ४ーの実ಎを推進していきます。

¾ ઃ਼৻ＭＩＣＥの推進【産労】 億円（新規）ڰ④

¾ 国際会議誘致・開催支援事業【産労】 ④22億円（③14億円）
ٴ ਠの取ੌ૾ய

ٴ ಌなる課題への対ૢ

¾ ਾတষಉ誘致・開催支援事業【産労】 ④0.4億円（③0.4億円）
ٴ ਠの取ੌ૾ய

ٴ ಌなる課題への対ૢ

133

計

数

表

付
属
資
料

最
終
補
正

主
要
な
施
策

財
政
運
営

歳
入
歳
出

予
算
の
ポ
イ
ン
ト

政
策
評
価

事
業
評
価



子供の安全・安心な放課後の居場所の確保【福祉保健局・教育庁】

 政策の実施に当たっては、各自治体の事業計画を尊重しつつ幅広い観点から助成等を行っていく
ことが必要である。

外部有識者からの主な意見

 都は学童クラブ整備等に係る区市町村負担をゼロにする
補助制度を実施していますが、学校の敷地や余裕教室が
不足しているなどの理由により補助要件を満たせない
自治体も多く、活用は限定的となっています。

 登録児童数が順調に増加する一方、待機児童数は高止まり
しており、対策の強化が必要です。

地域の実情に応じた多様な取組の展開
 登録児童数は順調に増加しているものの、待機児童数は高止まりしており、各地域のニーズに
応じた区市町村の取組への更なる強化が必要です。

 区市町村が地域の実情を踏まえた待機児童解消策を実施できるよう支援メニューを見直すとと
もに、多様な取組を組み合わせた放課後の居場所の確保に取り組んでいきます。

既存事業 拡大・充実 ４事業 見直し・再構築 ３事業

学童クラブ待機児童数 2021年度 3,361人
学童クラブ登録児童数 2021年度 119,640人

施策目標（主な成果指標）

課題

登録児童数は概ね計画通り増加し、学童クラブ数も着実に増加しているものの、待機児童数は３千
人規模で高止まりしています。

（2020年度実績）待機児童有り
36団体

活用自治体
10団体

３割未満

現行補助制度の活用自治体数

95,741人 100,869人
105,805人

110,344人
115,270人

119,640人

目標
126,344人3,417人 3,600人 3,821人

3,427人 3,262人 3,361人

0,000人

0,500人

1,000人

1,500人

2,000人

2,500人

3,000人

3,500人

4,000人

0,000人

20,000人

40,000人

60,000人

80,000人

100,000人

120,000人

140,000人

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

登録児童数実績 待機児童数

早期に解消

④110億円（③99億円）▶

▶

▶

➡ 早期に解消を目指す
➡ 2024年度 126,344人を目指す

今後の方向性
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 午後５時過ぎまで時間を延長して実施する放課後子供教室において、午後５時以降に従事
する協働活動サポーター（子供たちの安全を管理する者）の謝金について全額補助を実施
しており、令和４年度は支援対象を８か所から16か所に拡大し、取組を進めていきます。

既存事業の評価

 放課後子供教室については、子供の安全確保の観点から、終了時間を午後５時までとして
いる自治体が多い状況です。

 一方で、待機児童の受け皿として終了時間の延長に前向きな自治体もあり、終了時間の
延長の要望がある自治体に対して、 適切な支援が必要です。

 突発的な事情等により一時的に保育が必要となった保護者を対象とした、ベビーシッター
の利用料補助について、小学校３年生まで対象を拡大します。

 女性就業率の上昇等により学童クラブのニーズが高まるとともに、放課後の居場所に
対するニーズも多様化しているため、幅広い観点から支援を行っていくことが必要です。

 学校の敷地や余裕教室が不足している等の理由で、都が進める待機児童解消強化支援を
活用できている自治体は限定的です。

 区市町村からの提案に基づく補助制度（学童クラブ待機児童対策提案型事業）へと再構築
し、待機児童対策計画に基づいて地域の実情を踏まえた取組を実施する区市町村をハード
面・ソフト面から支援していきます。

 併せて学童クラブの質を担保するため、区市町村に対し第三者評価受審を推進していくた
めの支援を行います。

 認証保育所制度を見直し、学齢児の受入れを可能とします。

など

 学童クラブ事業費補助【福保】 ④69億円（③60億円）
 学童クラブ整備費補助【福保】 ④３億円（③２億円）
● 現在の取組状況

● 更なる課題への対応

● 更なる課題への対応

● 更なる課題への対応

● 現在の取組状況

● 現在の取組状況

 放課後子供教室の充実【教育】 ④27億円（③27億円）

 ベビーシッター利用支援事業【福保】 ④８億円（③８億円）

■ 対象 ■

０歳児から
未就学児まで

０歳児から
小学校３年生まで

（補助率）
10/10

135

計

数

表

付
属
資
料

最
終
補
正

主
要
な
施
策

財
政
運
営

歳
入
歳
出

予
算
の
ポ
イ
ン
ト

政
策
評
価

事
業
評
価



 ઇ৩向けଢ଼修ृॹ४ॱル१ポーॱーの活用など、৾ૅでのデジタルਹ活৷৬のଡണに向けञ取ੌ
が引ऌਢऌਏである。

外部有識者からの主な意見

 োಉによりॹ४ॱルの活用がசに進んだ্ڹۄێڷ
で、েെのڵસが५ঐشॺইज़থをਹ৷しており、面१
ॖ६の৵ささなどにより౸業ಉでのデジタル活৷に部で
৺がেगています。

 ৾ૅのॹ४ॱル環境がசに進ि中、ઇ৩が౸業ಉでデジ
タルをઞいऒなखていऎऒधがਏです。

౸業ಉでのデジタルਹ活৷に向けञ取ੌのౄ実
 ౸業で支なくॹ४ॱルをਹ用できる環境ତとともに、౸業でのટ的なॹ४ॱル活用が

必要です。
 日ଞ的なॹ४ॱル活用に向けて、ॹ४ॱル環境の更なるତとともに、ॹ४ॱルਹ活用に向

けた各ૅषの支援に取り組んでいきます。

新規事業 事業گ 既存事業 拡大・充実 ５事業
見直し・再構築 事業گ

施策目標（主な成果指標）

課題

今後の方向性

デジタルを活৷खञઇの推進【ઇૂ・ে活ધ化५এشॶ局】

ن ౸業でのデジタル活৷ᄄ২（ڮにڭ以上）ه
・2021年度 51.5% ➡ 2024年২ 100% を目指す

ઇ৩に対して౸業でのॹ४ॱル活用ᄄ度を॔ンॣー
ॺ調ਪしたટ、「２日にڭ回ਰ上」活用している
と回௦したઇ৩が৺数となっている。

以上ڭにڮ

51.5٫

23.9٫

াにڭ回ਰৣ

24.6٫ౝにڭ回から
াに数回ங度

ٹ デジタル৾ಆ環境のତ૾ய ٹ

५ঐشॺইज़থ
92.8٫

Ｃۅ
5.7٫

ॱブレッॺഈଜ
1.5٫

ٹ েെのഈଜのரథٹ

ٌ都য়৾ૅٍ

ٌஎয়৾ૅٍ

ਃஓಉ ତ૾ய

ഈ ଜ
2020年度 ো＊ڹۄێڷ
＊ েെਚથഈଜをठा

౸業ಉでਹ用
ૅ内૮
ۃڶہ 2021年度ଜ ତവ

ਃஓಉ ତ૾ய
ഈ ଜ 2020年度 েെ2.3যにڭ

ৢઇの
૮ۃڶہ 2020年度 71.6٫

④127億円（③58億円）

＊ ॹ४ॱルのਹ活用にঢ়するଌ度॔ンॣーॺ（令和گ年７া実）より

▶

▶

▶
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 ॹ४ॱルਹ活用の中றとなるઇ৩が、ૅ内ଢ଼修を開催し
たり、ઇ৩の१ポーॺ体制を構築できるよう、ૅ
での取ੌにणながるଢ଼ఊॸشঐをਝするなど、ଢ଼修内
容の充実をっていきます。

 都内公য়৾ૅにおいて、ॹ४ॱルਹ活用の中றとなる
ઇ৩向けにଢ଼修を実しています。

 ॹ४ॱルਹ活用に向けて、各ૅの中றઇ৩の৺ڳસが
ઇ৩のデジタルজॸছ३صが課題と回௦しています。

ٹ ३५ॸॖওشジٹ

 定期અਪृ৵ॸ५ॺಉの఼点業ਜについては、েെযऱधॉの௦੧をで఼ਡखてお
ॉ、ઇ৩の業ਜ負担となっています。

 ఼点業ਜを正નかつ率的に実するため、఼点支援シ५ॸのোに向けてਫ਼ल
シ५ॸ開発を実してきました。

 都য়ৈಉ৾ૅओとに統したഈଜを、েെが৾ಆでঽ在に活用できるようঽഞのठとし
て、৳૧૿によりো。全世ఝを対に৳૧૿をೄ減

年当たりのোટٓڭْ
・ઇ৩য当たり1,200ූ఼点
・作業時
৺84時 ➡ ৺42時

「あ・い・う」ಉ
৭උૄのੰ௦をঽ
動఼点

ଵ৶の
৶ੰ・ੈ力

14%

जの
19%

デジタルਹ活৷に向けञ課題

ઇ৩のデジタル
জॸছ३ش

67%

新規事業のଡണ

既存事業の評価

 எয়ৈಉ৾ૅಉのযڭഈଜତをയ進するため、ഈଜତृ৳૧のഈଜභো費用षの
૿ೄ減に取り組ि৾ૅに対して৽費のを補助

 の௦੧৷を३५ॸఃஈख、ঽ動で఼ਡ・ૐੑすることで、ઇ৩の఼点業ਜを率
化し、デジタル化をはगीधするઇの質の向上につなげていきます。

 েെযऱとりのॸ५ॺટを分ෲし、౸業ఒधの৶ੰ২にૢगञ指につなげて
いきます。

ٹ ਫ਼ ٹ

など

など

新

新

＊ ଢ଼修ਭषの॔ンॣーॺ
（令和گ年度実）より

¾ ৈૅమにおけるযڭഈଜତ【ઇ】 ④25億円（新規）

¾ எয়ৈಉ৾ૅಉഈଜତા補ஃ【ে५এ】 ④39億円（新規）

¾ デジタルਹ活৷にणいてのઇ৩ଢ଼ఊの実施【ઇ】 （億円ڭ③）億円ڭ④

¾ અਪ఼ਡ・ীෲ३५ॸのઈ৷【ઇ】 （億円ڮ③）億円ڮ④

ٴ ਠの取ੌ૾ய

ٴ ಌなる課題への対ૢ

ٴ ਠの取ੌ૾ய

ٴ 課題への対ૢ
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ٹ ଡ଼ৢਾ३५ॸ（ＭＣۇ市ড়ံ॔উজ）のਏधো果ٹ

 令和گ年度までの開発・行実を৽て、થਙがੳめられたため、ഥਮڰ年২からＭＣۇを
মતোします。

 অ५のشＩಉを活৷ख、ৈ২なଡ଼ଵ৶をയ進するとともに、都ড়ਸにेってষ१ڶ
向上をっていきます。

 ଡ଼ം状況ಉについて、これまで৩の情報ુથシ५ॸはோ在したものの、都ড়からのৢ
報はਗ਼ਵृওールಉでਭけહけをしていました。

 新たに都ড়धੈ働खञଡ଼ଵ৶を実ਠするため、大৾ଢ଼による事業੧制度に੦तき、५
ঐを活用した॔プリ（ＭＣۇ：My City Report）について、開発・行を実しました。

ਠの取ੌ૾ய▶

ಌなる課題への対ૢ▶

向上の取ੌٜۈۄۆにेるۍڹٛ
【૦ਝ局】My City Report（ଡ଼ৢਾ३५ॸ・ംਫ਼ল३५ॸ） ع にेるॖথইছઈの向上ۍڹ ع

 ଡ଼टけでは見खतらかっञംੲਾがऎਾઔされるなど、全ਙが向上
 ਭહ時外でも、都ড়は॔プリ上で投ံが૭ચなため、ৢ報ਃ会が化
 ৢ報に係るਚଵ先（都・યಉ）が౮なるৃ合でも、৩が॔プリを活用し、本来のਚ

ଵषڭॡリッॡで情報૭ચなため、業ਜが率化

ٹ ംਫ਼ল३५ॸ（ＭＣۇଡ଼ംਫ਼ল॔উজ）のਏधো果ٹ

 ଡ଼એം૾யが३५ॸ上で੪ଵ৶されるため、いつ・どこで・どのようなംがあっ
たかなどを容ಔにཔすることが૭ચ

 シ५ॸ上でംのさをଡ଼ओとに௬できるため、ଡ଼એ補ఊのર২ীෲに活用૭ચ

ॖথইছઈの
්性ન৳

対ૢ૾யਁ開

 位઼情報とઌで都ড়からৢਾをਭけહけ
ることで、ဌசにଡ଼のം情報をཔ

 ॔プリ上に対応状況を公開し、৽ૌを都ড়
धુ有

ٴ ॔プリ概要

ٹ োટ
ଡ଼टけでは見खतらかっञംੲਾがऎਾઔされるなど

Ｉڶ
ঽ動ਫ਼ল

 ଡ଼回に५ঐをਝ઼し、ڶＩにे
る൸ੰෲでଡ଼面ം状況をঽ動ਫ਼出

 ം位઼と൸を५ঐをৢगて৳ோし、
シ५ॸ上でଵ৶

ٴ ॔プリ概要

ٹ োટ

ଡ଼のംを
ලঞএشॺ

事業評価の取ੌ（主な評価事）

④0.2億円（③ڮ億円）
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ਠの取ੌ૾ய

ಌなる課題への対ૢ

向上の取ੌٜۈۄۆにेるۍڹٛ
【ઇૂ】ংشॳকルにेるڼڼۉউロॢছの ع を活৷खञ৾लのۇۋ ع

▶

▶
 の્શプロॢছを開発し、৵৾ૅ３年েからৈૅেڼڼۉを活用したংーॳকルによるۇۋ
ऽでを対に、ഥਮڰ年২からを開します。

 ਣしॆにいながらڼڼۉとಉの実ᄷな৾ಆ৬ୡを実ਠさせ、ਣしॆにおけるॢローংルয
౫成環境のତを推進していきます。

 成30年度より、実ᄷ的なஶୁ৾ಆਝとして、東京都ஶୁ੨ڼڼۉ（TOKYO GLOBAL
GATEWAY）をઈしています。

 ্で、動時・費用の制৺ಉにより、ਣखॆୠのుญ・েെは、৬ୡなஶୁ৾ಆのਃ
会がਂଌしています。

ٹ উロॢছの્ඉٹ

 ड़ンছॖン上でఄ行ਃ内、レ५ॺছンಉの૬を再ਠ
 ॖンॢリッシュ५আーढ़ーがংーॳকル૬を੧内
 ঽମの॔ংॱーをৢして発ਵするなど、リ॔ルな会ਵ

体ୡが૭ચ

ਠの取ੌ૾ய

ಌなる課題への対ૢ

にेる業ਜ૨化の取ੌٜۍڹٛ
【ૣක৳局】ుญ相ਚにおけるڶＩఠଢঐॖॽথॢ३५ॸのো عＩを活৷खञ業ਜの見ઉखڶع

▶

▶
 Ｉを活用したఠଢঐॖॽンॢシ५ॸをোし、ৢਵ内ઍをজ॔ルタॖでॸय़५ॺ化するڶ

ことで、ਗ਼ਵ対ૢ業ਜを૨化します。
 事に指खञ્のय़شডشॻをڶＩがਫ਼লすると॔ছーॺが表ંされるऺか、ॳকッॺਃ

ચによりঋॸছン৩षの໌時支援要டが૭ચとなり、対ૢがဌச化されます。

 ుญৼਚでは業ਜのਙସ上、ਗ਼ਵ対ૢが
ऎ、৽ૌ੶ஈのো力業がপऌな負担と
なっている状況です。

ْઅ：য়ਆుญৼਚのਠ状ٓ
年ਗ਼ਵ件数（２ۇ）：৺29,000件
৽ૌ੶ஈো力時：৺1040ع分ط件

ٹ ३५ॸো果（）ٹ

৽ૌ੶ஈの作成時が概ねڮસするৃ合、
৺2,400ৎ間(ٮ)ط年 のచ果

＊ ５分ٻ件当たりڭ × 29,000件

ٹ ড়੫業でのো実ౚ ٹ （য়ਆుญৼਚ）
ৢਵ੶ஈ作成時がಢೠ
時：৺20分 �16分ܒ

負担がڮસऺどೄ

④0.7億円（新規）

億円（新規）ڮ④
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ਠの取ੌ૾ய

課題への対ૢ

にेる業ਜ૨化の取ੌٜۍڹٛ
【ઇૂ】ূ都ଁ৬力ॸ५ॺのデジタル化 ع ३५ॸোにेる業ਜఒ ع

▶

▶
 ૐ計作業をॹ४ॱル化して、ટଦહまでの期を৺ڲかাから৺ڮかাにಢೠするとともに、
৺200ਐූの৹ਪ৷ಉのঌشঃشঞ५化に取り組んでいきます。

 また、ীෲॶشルをোすることで、০後は৾力ಉの各ரॹーॱとのৼঢ়ঢ়係を分ෲするなど、
よりટ的なੁன開に向けて、果の有活৷をっていきます。

 都内公য়৾ૅの全েെを対とした東京都統体力ॸ५ॺについて、ਠ状はᄘ৬でૐੑして
いるため、作業に時を要している状況です。

ٹ ३५ॸো後の॥५ॺૻຎٹ

ઈ
用
৽
費

ো৽費を
৺گ年で回ઽ૭ચ

（位：௲ਐ）

॥५ॺওজॵॺ
ँॉ



ো





ো
後


ટ
ଦહ

ટ活用

調ਪ
実

ટ
ଦહ ટ活用

ٹ ३५ॸো後の५ॣジগشルૻຎٹ

ᄘ体でૐ計・ତ৶

調ਪ
実

シ५ॸで
ૐ計・ତ৶

া６াڴ

６া 12া

ো ো後 増(ٻ)減

98 40 58ٻ

要件定ଝ
（４ۇ）

開発ಉ
（５ۇ） 合計

26 139 165


ো
৽
費

（位：௲ਐ）

 コロナ禍での「༧ஆ・༧য়」、「།」などのਖがಽമ化する中、よりくの
のฎाをഛႠにਭけૃめられるよう、相ৎ間を20ৎから23ৎऽでభশするとともに、
Twitter、Instagramでのઁઔに加え、LINEઁઔを新ञに開するなど、がਹ用しृす
いৼ体制のତ・ઁ報ன開を強化していきます。

 東京都合ৼセンॱー「ナঅ̢」では、ਗ਼ਵ、ওール、LINEなどにより、যঢ়係・
ல事・などにฎाを್えているからのৼをਭけ、ిજな支援ਃঢ়षとつなए合ৼ
事業を実してきました。

ਠの取ੌ૾ய▶

ಌなる課題への対ૢ▶

ٛ事後ਫ਼にेる評価ٜ
【ে活ધ化५এشॶ局】者合相७থタَشॼঅُ̢のઈ ع 会ੲિの変化に໌खञ事業ன開 ع

・ コロナにഉ、えもなくੇఔにもれङ、ে活がౙ
しい

・ 大৾の౸業もऺऻड़ンছॖンになり、体なんのため
に上京してきたのかわからない

・ コロナの෯ௐமඡとなってしまい、とても不

・ ௵はฉल回っているのに、ঽ分だけঽဠしてつらい

質ਖ ਈもかっञ௦
ここौの変化

（コロナ禍のڭ年）
ॖছॖছृ५ॺレ५が増えた

（50.2٫）

ৼしたい時ఝ 20時22ع時（35.2٫）

ਹ用しृすいৼ্১ （52.8٫）ۈۃۈＥಉのۃＩہ

ٹ 者向けیＥ॔ڷথॣشॺ果ٹ

＊ 令和گ年ڴা実

ٹ ॥ロॼにঢ়する相ٹ

④0.3億円（新規）

億円（③1億円）ڭ④
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 ଆസの॔ウॱーとॖンナーを分し、ଆਙを調තできるものにଐをることで、合സの
支ஔをૃし、സ支ஔにબる॥५ॺをೠします。

ਠの取ੌ૾ய

ಌなる課題への対ૢ

▶

▶

ٹ見ઉख後のസା৷ٹ ٹ 見ઉखの果ٹ

 察の制സは、ಒസ、സ・ଆസのऺか、合സを支ஔしています。
（ା用期）ಒസ：６ڵعা、സ・ଆസ：11া４عা、合സ：ಒസとസの

 年のਞ変化に対応するため、ಒസのା用期をభশしたとこौ、制സ察षの॔ンॣー
ॺで、َ合സはਏないُधの意見がڵસ以上に上りました。

内 ઍ ৽ ા

合 സ の 支 ஔ  ૃ 438ٻ

ଆ  സ の  ଐ 122

୷ 引 316ٻ

ಒസ സ

ী૭ચにଐ

ଆസ

ଐ後のଆസधಡ৷ （位：௲ਐ）

ٛঽ৽ા評価ٜ
【ଳૂ】സの支ஔಉ ع ਠৃの意見を౷ऽइञ॥५ॺೠ ع

ٛ事後ਫ਼による௬ٜ
ْક୧政ੁ本ٓ都ક୧ ع事業શ財ਜ౾表を活用した分ෲع

行政ઽ支の
ষઽো 30 億円

ষા৷ 90 億円

ٛ事後ਫ਼にेる評価ٜ
【ૣක৳局】ૣකୱのઈ ع 事業શଃਜ౾を活৷खञীෲ ع

ٴ 対ස

ٴ ষ॥५ॺੑછ

うठઞ用料ু数料 27

うठয件費 49

ٴ ৱ産ীෲを౷ऽइञ取ੌ
¾ ழૣකୱണੵ事 ④2億円（新規）
 ૣකୱは、ড়でのਭোれがしいੴ的૩

ಉをન実にਭけোれる公的ਝであり、ഠ
ᄺ化したਝについてమ的に築ੵ事を進
め、ା実にତすることが必要です。

 化ृঘॽッॺ化により、ਹ৷者ম位の支
援を推進していきます。

ٴ ઽ支ীෲを౷ऽइञ取ੌ
¾ ੴ૩者（ు）施ਝのઈ（ڰ施ਝ合ੑ）

④65億円（③59億円）
 指ଵ৶者২の活৷により、ସのৈい૩

ૣක१ーঅ५をします。
 見ஹりढ़ওছのোಉによりਹ用の全ਙ

向上・৩の૿ೄ減をるऺか、事ਜ૪৶
のॹ४ॱル化により、業ਜのಌなる૨化を
っていきます。

ഥਮڮ年২ଃਜ౾のীෲ▶

 対ස表から、ૣකୱ全体の૦ഠᄺ化率は
74.0٫ध都の૦ഠᄺ化૨（53.2٫）を
上っていることがわかります。

 行政コ५ॺ計છから、行政ઽ支比率（行政
ઽোط行政費用）は33.6%であり、引き続き
率的なਝઈがめられています。

ഥਮڰ年২における取ੌ▶

ৱ 産 59 億円 負 ઝ 19 億円

ਫଃ産 億円ڬ4

うठ都ઝ 4
うठஔଖ引当স 14

うठ૦ 50
うठੵ作 2
うठଅ 5

④30億円（③31億円）
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